
令和８年度　 教育指導の重点及び学校経営計画

学校番号 28 学校名 大垣桜高等学校

どんな生徒を
育てたいか
【ＧＰ】

生徒をどう
育てるか
【ＣＰ】

どんな生徒を
待っているか
【ＡＰ】

領域・分野 今　年　度　の　具　体　的　な　重　点　目　標

・各教科・科目の目標を踏まえた工夫ある授業実践により、自律的な学習態度を定着させるとともに、自ら学ぼうとする学習態度の育成に努める。

・主体的・対話的な授業をデザインし、「分かる授業」「意欲的に取り組む授業」の実践に努めるよう校内研修・授業改善を行う。

・その時、その場でどのような行動が適切であるかを自分で考え、行動する自己指導能力を育成する。

・共感的生徒理解を基盤とし、職員間の情報共有、共通理解、組織対応を徹底する。

・社会において信頼され、責任ある行動をとる人材を育成するために、基本的生活習慣、豊かな教養やマナーの定着、基礎学力の向上のための指導を充実する。

・進路指導に対する全職員の共通理解を深め、高校３年間を見通した計画的・組織的なキャリア教育を行うとともに、ガイダンス機能を充実する。

・専門科目に関する基礎的な知識・技能を定着させ、各学科の専門的な分野の学習を深め、生活産業界や地域社会で活躍できる生徒を育成する。

・地域連携や多世代との協働、様々な実習・研修を通して、持続可能な生活や多様性の視点から考え、主体的に行動できる力を育成する。

年　　度　　目　　標 年　度　末　評　価（自　己　評　価）

領域
分野

県教育振興
基本計画での

位置付け

達成度の判断・判断基準
あるいは評価指標

評価
A.B.C.D

成果と課題
総合
評価

A.B.C.D

公開授業の活性化

授業参観報告

学校関係者評価

遅刻のべ人数

さくらチェック

交通事故件数

情報モラル違反件数

心のアンケート

いじめに関するアンケート

生徒の進路実現

１回目の就職内定率

基礎力診断テスト結果

学校関係者評価

学校関係者評価

各種検定・資格取得率

実施日：令和９年　月　　日 学校関係者評価 実施日：令和９年　月　　日

進路指導

・地域産業を担う将来のスペシャリストとしての資質・能力の伸長と、主体的・意欲的な学習態度の育成

・特色ある学習内容の魅力化を図り、中学校・地域・企業へ発信する機会と手段の工夫

地域連携や多世代との協働、様々な実習・研修の成果発表会
やプレゼンテーションの機会を充実させ、行動力・発信力の
育成と達成感・充実感の向上を図る。

地域課題探究型学習推進事業
評価

３つの方針
（ｽｸｰﾙ･ﾎﾟﾘｼｰ）

・ 規律ある生活態度を身に付け、自ら判断し行動できる態度の育成
・ 基礎的・基本的な学力の向上を図り、家庭・福祉の専門的な知識・技術を習得させ、一人一人の進路実現を支援
・ 家庭や地域社会と連携・協働し、安全で安心な学校づくりを推進

・ 確かな学力の定着と家庭・福祉の専門的な知識・技術を身に付けるために、自ら学び自ら考え、主体的に学習に取り組む生徒
・ 基本的な生活習慣を確立し、規範意識を身に付けて、正しく判断し、主体的に社会に貢献しようとする生徒
・ 望ましい勤労観や職業観を養い、職業人として必要な豊かな人間性と能力の伸長に努める生徒

・ 基本的な生活習慣を身に付け、自ら学習環境を整えて充実した学校生活を送ろうとする生徒
・ 家庭・福祉の専門的な学習をとおして、自ら課題を見つけ、解決し、地域社会に貢献しようとする生徒
・ 情報モラルや規範意識の向上に努め、防災意識を高め、自分の命は自分で守るという強い意識をもった生徒

教育指導の重点

生徒指導

取組状況・実践内容
評価項目の達成状況等

教育職員の業務量管
理・健康確保措置の
実施

学習指導

社会的役割等
（ｽｸｰﾙ･ﾐｯｼｮﾝ）

学校教育目標
（教育方針）

(2)専門知識・技術を生かして、生活産業や地域社会に貢献できる生徒を育成する。

３つの方針・具体的な重点目標の達成に必要な
具体的取組・方策

その他

豊かな人間性を育み、家庭・福祉教育をリードする高校として
専門知識や技術を活かした地域との連携・協働した学びを通して
生活産業や地域社会に貢献できるスペシャリストの育成を目指す学校

(1)人間としての在り方・生き方を考えさせ、人間性豊かな生徒を育成する。

(3)広く社会において、信頼と尊敬を得る社会性のある生徒を育成する。

指導目標と指導規準を明確にし、教材、教具の工夫や指導方
法と効果的なＩＣＴ活用の研究を継続する。

基礎学力を定着させ、自らの学びに興味・関心をもたせると
ともに学習習慣の確立を図る。

身だしなみを整え、ＴＰＯに応じた挨拶・会釈・正しい言葉
遣いを身に付けさせるとともに時間管理能力を育成する。

交通安全・不審者対策・情報モラルに関する指導を充実さ
せ、安心・安全な学校を目指す。

教育相談を充実させ、いじめ防止について組織的に取り組
む。

学校の抱える課題

施策Ⅱ-14

施策Ⅰ-4

生徒が主体的に進路情報を収集する姿勢を育てるとともに、
保護者の理解と協力を得ながら、納得のいく進路決定に向け
て努力できるように支援する。

学科の特徴や生徒の実態を把握し、確かな学力の育成や専門
的・実践的な指導を行うための授業研究に務める。

・自ら課題を見付け解決できるための確かな学力の育成と、創造力を育てるための主体的・対話的な学習指導

施策Ⅱ-9

施策Ⅱ-8

来年度に向けての改善方策等

施策Ⅱ-13

施策Ⅰ-1

その他

学習指導

生徒指導

進路指導

施策Ⅰ-1

・教職員の勤務時間を考慮した会議・業務の設定を行うとともに、勤務時間のスライドや振替などを有効活用し、柔軟な働き方ができるよう推進する。
・管理職が長時間勤務の実態や年次休暇の取得状況を確認し、分掌長等を通して業務分担の偏りのないよう見直しを図る。年休取得の少ない教職員には取得しやすい環境作りに努め、計画的な取得を促
す。

施策Ⅱ-8

施策Ⅲ-19

施策Ⅰ-3

施策Ⅱ-13

施策Ⅰ-1

施策Ⅰ-7

生徒一人一人が、内容を理解し意欲的に取り組める授業の実践がで
きるよう、校内研修を充実させると同時に授業改善に努め、主体
的・対話的な学習活動を工夫する。

自己の適性を正しく理解し、インターンシップや体験的な教
育活動を通して、望ましい勤労観・職業観を身に付けること
ができるようにキャリア教育を推進する。

面接指導等を通してコミュニケーション能力を育成し、社会
的・職業的に自立するために必要な基本的教養やマナーを養
う。

地域と連携・協働や様々な実習・研修を通して、持続可能な
地域社会のあり方について理解を深める。

地元企業や学校と連携した実践的な取組で、専門教科の学び
を深め、将来について考える機会を設ける。


